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コンビニコーヒー戦争の分析
冨 貴 島 明































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（16） 参照，「なぜコーヒーを ・手渡すのか・？ ローソンがセルフ式を捨てた理由」（http://bizmakoto.
jp/makoto/articles/1311/12/news013.html）。2013年11月，BusinessMedia誠の土井義則氏がお
こなったインタビュー。
（17） 参照，ローソンのホームページ（http://www.lawson.co.jp/company/corporate/governance.
html）。ローソンのコーポレート・ガバナンスは以下のとおりである。
1） お客さまにとって「いつでも立ち寄りたくなる大好きなところ」
2） フランチャイズ加盟店オーナーにとって「自己実現し生きがいを感じるところ」
3） クルー（パート・アルバイト）にとって「自分自身が成長できるところ」
4） お取引先にとって「夢のある提案をいっしょに形にするところ」
5） 従業員にとって「仕事への誇りと社会的意義を実感できるところ」
6） 株主にとって「間接的な社会貢献と将来への夢を託せるところ」
7） 社会にとって「すべてのマチから喜ばれる安心安全なところ」
であることを目指し，その実現こそが企業価値の増大につながると考えております。
そのためには，法令遵守や社会規範等の遵守のみならず，企業理念と「ローソン倫理綱領」に基
づいた「思いやり」のある行動の実践及び「情報開示の基本原則」に基づいた積極的なディスクロー
ジャーを通じて，経営の健全性・透明性を高め，コーポレート・ガバナンスの充実を図ることが重
要であると考えております。
（18） 参照，ローソンのホームページ（http://www.lawson.co.jp/company/corporate/idea.html）。
ローソンの企業理念は，「私たちは ・みんなと暮らすマチ・を幸せにします。」である。
行動指針は，
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1． 私たちは，すべてのお客様に対して，思いやりのある行動をとります。
2． 私たちは，最大のパートナーである加盟店を支援します。
3． 私たちは，すべてのお取引先と公正で透明な取引をします。
4． 私たちは，すべての従業員が働きやすい環境を作ります。
5． 私たちは，すべての株主・投資家に対して，必要な情報を開示します。
6． 私たちは，環境保全に積極的に取り組み，地域社会の一員として積極的に社会貢献活動を行
います。
7． 私たちは，暴力団などとは一切関係を持たず，政治家や公務員とは健全で適切な関係を保ち
ます。
8． 私たちは，ローソングループの大切な資産を損なうことのないよう，社内ルールを守りなが
ら日々の業務に取り組みます。
（19） 参照，ファミリーマートのホームページ（http://www.family.co.jp/）。
（20） 参照，サークルKサンクスのホームページ（http://www.circleksunkus.jp/）。
（21） 参照，ミニストップのホームページ（http://ministop.co.jp/）。
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